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徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
二
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
庁
総
合
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
運
用
管
理
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
ス
マ
ー
ト
県
庁
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
四
月
一
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

大
阪
市
都
島
区
東
野
田
町
四
丁
目
一
五
番
八
二
号

五

契
約
金
額

六
千
六
百
八
十
二
万
五
千
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

二
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
三
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
庁
業
務
サ
ー
バ
Ｏ
Ｓ
更
新
及
び
更
改
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
ス
マ
ー
ト
県
庁
推
進
課

徳
島
市
万
代
町
一
丁
目
一
番
地

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
四
月
十
八
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

大
阪
市
都
島
区
東
野
田
町
四
丁
目
一
五
番
八
二
号

五

契
約
金
額

四
千
百
十
四
万
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

二
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
四
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
運
用
維
持
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
五
年
四
月
一
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
四
丁
目
一
番
一
号

五

契
約
金
額

三
千
三
十
五
万
百
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

二
号



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

廃
止
の
届
出

廃

止

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

の

受

理

日

年

月

日

高
橋
建
設
株
式
会
社

徳
島
市
北
島
田
町
三
丁
目
一
三

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
ら

徳
島
市
八
万
町
新
貝
一
六
四
│

共
同
生
活
援
助

令
和
四
年
十
月

令
和
四
年
十
一

〇
番
地

く

八

二
十
六
日

月
三
十
日

株
式
会
社
チ
ー
ム
阿
波

阿
波
市
市
場
町
上
喜
来
字
窪
二

チ
ー
ム
あ
わ

阿
波
市
市
場
町
上
喜
来
字
窪
二

就
労
継
続
支
援

令
和
五
年
二
月

令
和
五
年
二
月

俣
一
七
八
一
番
地
三

俣
一
七
八
一
番
地
三

Ａ
型

十
五
日

二
十
八
日



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
い
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関

す
る
指
針
の
案
（
以
下
「
指
針
案
」
と
い
う
。
）
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
公
告
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
四

日
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
知
事
に
指
針
案
に
つ
い
て
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

伊
島
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区

二

特
別
保
護
地
区
の
区
域

阿
南
市
の
一
部
（
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
指
針
案
に
添
付
の
図
面
の
と
お
り
）

三

特
別
保
護
地
区
の
存
続
期
間

令
和
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

指
針
案

１

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地

２

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

こ
の
区
域
は
、
鳥
獣
の
生
息
に
適
し
た
岩
石
地
及
び
天
然
広
葉
樹
林
を
有
し
、
渡
り
鳥
等
の
渡
来

及
び
生
育
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
地
区
に
渡
来
す
る
鳥
類
の

生
息
環
境
の
保
全
を
図
る
。

五

縦
覧
場
所

徳
島
県
農
林
水
産
部
鳥
獣
対
策
・
ふ
る
さ
と
創
造
課
鳥
獣
対
策
担
当
、
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
保

健
福
祉
環
境
部
環
境
担
当
及
び
阿
南
市
役
所



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴
会
を
次
の
と
お

り
開
催
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

日

時

場

所

案

件

令
和
五
年
六
月
二
十
七
日

阿
南
市
領
家
町
野
神
三
一
九

伊
島
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
（
阿
南

（
火
曜
日
）
午
後
一
時
三

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
阿
南

市
、
既
指
定
、
面
積
百
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
分
か
ら

庁
舎
二
階
大
会
議
室

、
存
続
期
間
十
年
間
）
の
再
指
定
に
つ
い
て

備
考

公
聴
会
に
関
す
る
問
合
せ
先

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
環
境
担
当
（
電
話
○
八
八
四

二
八

九
八
六
二

―
―

）



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

和
田
島
第
一
加
入
区

和
田
島
漁
業
協
同
組

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業

合
の
地
区
の
う
ち
和

田
島
町
字
遠
見
及
び

字
洲
端
の
区
域

和
田
島
第
二
加
入
区

和
田
島
漁
業
協
同
組

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業

合
の
地
区
の
う
ち
和

田
島
町
字
西
浜
手
、

字
西
林
、
字
浜
塚
、

字
浜
田
、
字
松
田
新

田
及
び
字
平
見
の
区

域

和
田
島
第
三
加
入
区

和
田
島
漁
業
協
同
組

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業

合
の
地
区
の
う
ち
和

田
島
第
一
加
入
区
及

び
和
田
島
第
二
加
入

区
の
区
域
を
除
く
区

域



徳
島
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

椿
泊
加
入
区

椿
泊
漁
業
協
同
組
合

底
び
き
網
を
使
用
し
て
営
む
漁
業

の
地
区



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改

良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

土

地

改

良

区

の

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

認

可

年

月

日

板
野
郡
北
島
町

令
和
五
年
五
月
十
六
日

北
島
土
地
改
良
区



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
一
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
改

良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

土

地

改

良

区

の

事

務

所

の

所

在

地

及

び

名

称

認

可

年

月

日

徳
島
市
多
家
良
町

令
和
五
年
五
月
十
八
日

多
家
良
土
地
改
良
区



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
二
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容

を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
好
市
東
祖
谷
菅
生
二
〇
五
の
五
〇
（
国
有
林
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め



徳
島
県
告
示
第
二
百
七
十
三
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
令
和
四
年
徳
島
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
口
頭
に
よ
り
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情
報
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

令
和
五
年
六
月
二
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
実
施
す
る
試
験
等
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
適

用
し
、
平
成
十
四
年
徳
島
県
告
示
第
千
六
十
四
号
（
口
頭
に
よ
り
開
示
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保
有

個
人
情
報
を
定
め
る
件
）
は
、
廃
止
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

口
頭
に
よ
り
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
保
有
個
人
情

口
頭
に
よ
り
開
示
を

口
頭
に
よ
り
開
示
を
求

報
の
項
目

求
め
る
こ
と
が
で
き

め
る
こ
と
が
で
き
る
場

る
期
間

所

試
験
等
の
名
称

試
験
等
に
係
る
保
有
個
人

情
報
の
内
容

甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

消
防
保
安
課

者
試
験
及
び
乙
種
火
薬
類
取

点

一
月
間

扱
保
安
責
任
者
試
験

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

消
防
保
安
課

者
試
験

点

一
月
間

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

消
費
者
く
ら
し
安
全
局

点

一
月
間

安
全
衛
生
課

ふ
ぐ
処
理
師
試
験

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

消
費
者
く
ら
し
安
全
局

点

一
月
間

安
全
衛
生
課

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
第

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
立
総
合
看
護
学

一
看
護
学
科
推
薦
入
学
試
験

点

一
月
間

校

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
第

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
立
総
合
看
護
学

一
看
護
学
科
及
び
準
看
護
学

点

一
月
間

校

科
入
学
試
験

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
第

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
立
総
合
看
護
学

二
看
護
学
科
入
学
試
験

点

一
月
間

校

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

分
野
別
得
点

合
格
発
表
の
日
か
ら

長
寿
い
き
が
い
課

受
講
試
験

一
月
間



職
業
訓
練
指
導
員
試
験

科
目
別
得
点

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
産
業
人
材
育
成

一
月
間

セ
ン
タ
ー

技
能
検
定

科
目
別
得
点

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
産
業
人
材
育
成

一
月
間

セ
ン
タ
ー

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
校
訓

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

入
校
試
験
を
受
け
た
徳

練
生
入
校
試
験

点

一
月
間

島
県
職
業
能
力
開
発
校

狩
猟
免
許
試
験

知
識
試
験
及
び
技
能
試
験

合
格
発
表
の
日
か
ら

受
験
し
た
試
験
の
場
所

の
得
点
並
び
に
適
性
試
験

一
月
間

を
所
管
す
る
徳
島
県
東

の
結
果

部
農
林
水
産
局
及
び
徳

島
県
総
合
県
民
局
保
健

福
祉
環
境
部

家
畜
人
工
授
精
に
関
す
る
講

総
合
得
点
及
び
科
目
別
得

合
格
発
表
の
日
か
ら

畜
産
振
興
課

習
会
の
修
業
試
験

点

一
月
間

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技

筆
記
試
験
の
科
目
別
得
点

合
格
発
表
の
日
か
ら

徳
島
県
立
農
林
水
産
総

術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学

（
推
薦
入
試
に
つ
い
て
は

一
月
間

合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

校
入
学
試
験

、
論
文
試
験
の
得
点
）

農
業
大
学
校



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

令

和

五

年

田

村

信

幸

後

援

会

田

村

信

幸

田

村

信

幸

那
賀
郡
那
賀
町
桜
谷
字
東
畑
一
四

四

月

二

十

七

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

異

動

の

内

容

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

異
動
事
項

異
動
年
月
日

新

旧

代
表
者
の
氏
名

仁

木

基

裕

青

木

紀

男

令

和

五

年

仁

木

も

と

ひ

ろ

後

援
会

仁

木

基

裕

会
計
責
任
者
の

四

月

十

一

日

野
々
宮
眞
佐
夫

前

田

良

三

氏
名

会
計
責
任
者
の

令

和

五

年

井

上

武

後

援

会

國

平

敬

二

田

中

正

安

東

学

氏
名

四

月

十

六

日

代
表
者
の
氏
名

阿

部

昌

司

山

口

浩

司

日

本

薬

業

政

治

連

盟

会
計
責
任
者
の

令

和

五

年

阿

部

昌

司

木

村

啓

司

前

川

英

史

徳

島

県

支

部

氏
名

四

月

二

十

日

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
川
内
町
加
賀
須
野
四
六

板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
中
須
四

所
在
地

三－

二
三

番
地
二

主
た
る
事
務
所
の

徳
島
市
幸
町
三－

四
八

賀
川

徳
島
市
助
任
橋
二
丁
目
三
四－

令

和

五

年

お
さ
だ
よ
し
な
り
後
援
会

長

田

善

成



所
在
地

ビ
ル
一
〇
一

三

大
井
ビ
ル
１
Ｆ

四

月

二

十

六

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
解
散
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

一

政
党
の
支
部

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

自

由

民

主

党

徳

島

県

薬

種

商

支

部

佐

藤

信

夫

令

和

五

年

四

月

十

七

日

二

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政

治

団

体

の

名

称

代
表
者
の
氏
名

解
散
年
月
日

藤

井

正

助

後

援

会

都

築

章

令
和
五
年
二
月
二
十
八
日

永

岡

栄

治

後

援

会

遠

藤

芳

文

令

和

五

年

四

月

一

日



徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
く
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ

っ
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
六
月
二
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

資
金
管
理
団
体
の
届
出

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

を

し

た

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

徳
島
市
幸
町
三－

四
八

賀
川

徳
島
市
助
任
橋
二
丁
目
三
四－

令

和

五

年

長

田

善

成

お

さ

だ

よ

し

な

り

後

援

会

所
の
所
在
地

ビ
ル
一
〇
一

三

大
井
ビ
ル
１
Ｆ

四

月

二

十

六

日
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